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Using portfolios to support parent’s child-rearing:
Analysis of descriptions by parents
Gota MATSUI1, Motoko KATAOKA2, Sachie SUIZU3
Abstract: The purpose of this study is to examine the practical use of portfolios to support 
parent’s child-rearing in a day care center. This study focuses on the description for three years by 
nine parents with children of 0, 1, and 2 years of age. Analyses are based on five perspectives of 
behaviorism, meritocracy, moralism, interpretivism, and empathy. Four parents also participated 
in focus group interviews. Findings from an analysis of the descriptions confirmed that about 
sixty percent of the descriptions could be classified under behaviorism and meritocracy. The 
results from the qualitative analysis of focus group interviews supported the view that parents 
used their portfolios as source of information for their child-rearing and re-evaluating the 
characteristics of their children through the differences in their children’s behavior between home 
and the day care center. Mixed data of these descriptions and the focus group interviews 
suggested two possibilities for the practical use of portfolios. First, teachers can provide the 
information to parents according to child’s developmental stage. Specifically, two-year old 
children can talk with their parents regarding the contents of the portfolio. This situation is 
different from that with children aged 0 years old and one-year olds. Second, teachers should be 
aware that the acceptance of such portfolios differs between parents with first-born children and 
those who have other children already.
































































































45分であった。A さんは父親，B さん，C さん，
D さんは母親であった。なお，A さんと D さ
んはポートフォリオの対象となったのが第一子
































































































































































































































































































































































































































A さん 8 3 0 5 0 1 0 1
B さん 0 2 6 1 2 0 3 0
C さん 1 4 3 0 5 2 3 0



























































































　一方，第四子の B さんと第二子の C さんに
ついては，両者ともに，子どもの良さを発見す
ることや本人の喜びとなっていることがわかっ
た。これは，A さんや D さんと異なり，子ど
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もとの関わりや子育ての参考にするというもの
ではなく，子育てに慣れたからこそ見過ごしが
ちな子どもの成長やそれに対する喜びを補う役
割をポートフォリオが果たしていたことが明ら
かになった。また，B さんにはきょうだいが多
く，C さんの場合は，いとこと関わる機会が多
いことから，ポートフォリオの対象となった本
人が注目されるきっかけになって喜んでいた。
このように，子育てに慣れ，保育園での生活に
も理解がある状態の保護者に関しては，ポート
フォリオは本人やきょうだいも含めて家族全体
で子どもの育ちを楽しむ作用をもたらしている
と考えられる。
　以上のように，個々の保護者に対する子育て支
援という点からポートフォリオの活用を考える
と，対象となる子どもの出生順位で家族内での作
用が変わることを考慮する必要があるだろう。
Ⅴ．本研究の限界と課題
　本研究では，保育現場の子育て支援における
ポートフォリオの活用可能性について検討し
た。記述分析とフォーカスグループインタ
ビューの分析を合わせて検討することで一定の
知見は得られたものの，０, １, ２歳児のみを対
象としたポートフォリオを分析の対象としてい
た点，記述分析が９名，フォーカスグループイ
ンタビューが４名という対象者であった点にお
いて限界がある。また，本稿では，保護者の記
述分析において，ポートフォリオに使用された
実際の写真や記録，及び保育者の記述との関連
において分析をしていない。保護者が書く記述
内容は，保育者の記述に影響されていることが
想定される以上，十分な検討とは言えないだろ
う。これらの課題については，さらなる分析を
進めて，子育て支援に資する活用について検討
する必要がある。
注
１） ポートフォリオの様式や作成の手続き等は，
後述した引用文献の「松井剛太（2015） 保
育所における保護者の保育参加を目指した
ポートフォリオの作成. 乳幼児教育学研究, 
（24），39-49」に詳述している。
２） 分析単位数1182のうち，３名一致が558
（47.2％），２名一致が518（43.8％），不一
致が106（9％）であった。
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